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概ねひたすら画像診断装置 
─ ものつくり 30 年と東北大学の 9年 ─
Devoted to Diagnostic Imaging Systems :  
































































































































































森 ─ 概ねひたすら画像診断装置 27
が，現在の CTの状況なのです．非線形画像フィルタ
や逐次近似再構成法などの新手法で画質向上する（被
曝線量を減らす）というのが一大トレンドとなってい
ますが，これらの画質挙動は非線形です．線形性を前
提にした定型的画質評価で極めて高い評価値であって
も，臨床では違うのです．このことについて警鐘を鳴
らすとともに，非線形画像の画質評価手法の開発に取
り組んできました．ある程度できましたが，院生達が
さらに努力継続してくれるだろうと思います．
